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【目的】アデノウイルスはベクターとして優れた性質を有し、遺伝子治

療への応用が期待されている。一方、HIV-1 Tat(48-60)部位のペプチド
(GRKKRRQRRRPPQ)は細胞膜の透過を促進する。アデノウイルスベクタ
ー(Ad)を効率よく細胞内へ導入するため Tatペプチドを Adに導入し、そ
の遺伝子導入活性を測定した。また、Tat ペプチドを Ad に導入する際、
ポリマー化が問題となるため Lys側鎖塩保護についても検討した。 
【方法】マニュアル固相合成機を用いて Fmoc 固相合成法によりペプチ
ド合成を行った。アミノ酸縮合には HOBt/DIC 法を用い、Fmoc 基除去
には 20% Piperidine、最終脱保護は TFA:H2O:Triisopropylsilane(95:2.5:2.5)
の条件により粗ペプチドを得た。精製は RP-HPLC、同定は MALDI 
TOF-MS 及びアミノ酸分析を用いた。同ペプチドを二機能性架橋剤
EMCS と反応させルシフェラーゼ遺伝子を組み込んだ Ad にペプチドを
付与し、マウスメラノーマ細胞（B16BL6）に感染させてルシフェラー
ゼの発光強度による遺伝子発現率を測定した。 
【結果】同定の結果、高純度な目的ペプチドを合成することができ、Lys
塩保護では有意に保護されることが確認できた。B16BL6 細胞に対して
Tat修飾 AdはWild type Adよりも高い遺伝子発現率が観察され、Tatペ
プチドは Ad 細胞内送達のツールとして期待が持たれることが示された。 


